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季節は、春から初夏
へ。活動するには最適
な季節を迎えます。 
  5年ぶりに実施した
稲田っ子班による遠
足。お天気に恵まれ、
子どもたちの笑顔があ
ふれる楽しい時間を過
ごすことができました。 

相手を思いやる行動が自然とできる子に… 

校長 茂木  徹 

新学期が始まって２か月。子どもたちは、元気に活動に取り組んでいます。今年度も、

「ひとの役に立てる子」を目指して、相手のことを思いやる行動を増やそうと全校で頑張っています。

それに合わせて、５月の全校朝会で思いやりのある姿について話しました。子どもたちの自然な気付

きや思いを出発点とした、相手を思いやる素敵な行動を増やしていければと考えています。 

  

 回 覧 

ありがとうの気持ちを表すことや、誰かのためになる行動は、簡単なようで難しいのです。それは、自分の

心から自然と湧き出る行動だからです。今日は、誰かのためになる行動について、先日目にした広島での

記事を紹介します。 

  12 月の夕方のことです。すっかり暗くなった片側３車線の道を、自動車で走っていたある運転手さ

んが、信号で止まりました。そして目の前の横断歩道を渡る一人のおばあさんに気付きました。おばあ

さんは一生懸命、道路を渡っていますが、歩くスピードが遅いのでなかなか進みません。それは、腰が曲

がり、両手に荷物を持っていたからです。運転手さんは、心配になりました。それは、おばあさんが渡って

いる横断歩道のそばには、信号が青になったら今にも発車しようとする車が待っていたからです。「青

になったらまずいなあ。」と思いましたが、車の中にいるので何もできません。いよいよ信号が点滅し始

めます。おばあさんは、まだ半分ちょっとの所までしか渡れていません。 「間に合わないかもなあ…。」と

思っていたその時、中学生ぐらいの女の子がおばあさんに駆け寄り、素早く荷物を持ち腰に手を当て

て、一緒に歩き始めたのです。女の子は、停車している車の人に、頭を下げてお辞儀をします。声は聞こ

えませんが、「すみません。」って言っているようでした。その姿を見た運転手さんは、何もできなかった

自分を残念に思うとともに、「危ない！」と感じた瞬間に、おばあさんを助ける行動をとった中学生の姿

に心を打たれたそうです。女の子はだれに言われるでもなく、自然に行動したのです。 

  稲田っ子の皆さんどうでしょう。自分ならこんな行動ができますか？私は、皆さんもできると思ってい

ます。なぜなら、すでに昨年、これと似たような行動をしてくれた稲田っ子がいたからです。  

  立町商店街の信号の所で、横断歩道を渡ろうとしていたお年寄りを見て、同じくらいのスピードで一

緒に渡ってくれた人がいます。地域の中で、体調がすぐれず自転車に乗れないお年寄りの姿をみて、自

分の自転車をその場に置いたまま、お年寄りの自転車を押して、家まで送ってくれた子がいます。これら

の話は、通りがかった方が、学校に電話して教えてくれたものです。残念ながら、稲田っ子の誰だか分

からないのです。でも、間違いなく広島の中学生と同じような行動をしてくれた稲田っ子がいたのです。

私は素晴らしい行動だと思います。この他にも、4 月になり、学校内で誰かのために行動する２～６年生

の素敵な姿があったことを担任の先生から聞いています。皆さん、ぜひとも思いやりの心をもって、ご褒美

や見返りを期待するのではなく、自然な気持ちの中で、ありがとうと言われる行動を増やしていきましょう。 
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つながりを大切に！ 
～稲田っ子班活動～ 

 

令和 5年度の活動の重点とし
て取り組んでいる異年齢集団活
動です。今年は、5年ぶりに 1
年生を迎える集いとして、遠足を
行いました。班ごとにＡ・Ｂコース
に分かれて、
高田城址公
園を目指し
ました。そし
て園内でお
弁当を食べ
たり、ウォー
クラリーを楽
しんだりしま
した。 

 

【稲田っ子班（異年齢集団）活動】 

１～6年の子どもたちでグループ（約 11人）を編成
し様々な活動を行います。高学年のリーダーシップ、中
学年の役割、低学年と上学年の交流など、相手を思い
やる気持ちを醸成する場として意図的に取り組みます。 
○稲田っ子班による 1年生を迎える遠足 
○スポーツフェスティバルなど行事における活動 
○休み時間を使ったグループでの遊び 
○稲田っ子フェスティバル（1月）での出店づくり 
○日々の清掃活動  など 

＜1年生を迎える集いとして行った遠足＞ 
新型コロナ感染症等の影響もあり、5年間実施でき
ませんでしたが、今年、満を持して復活！１年生を
歓迎すること、班のみんなのつながりを強め１年間

の活動がスムーズに進むこと
を目的に行いました。インフ
ルエンザのため、活動のスタ
ートが遅れましたが、予定通
り５／12（金）に実施する
ことができました。 
 

 

 

 

５／９  遠足のめあてづくりをしました 

５／１２ 高田城址公園を目指してＧＯ！ 

６年生のリーダーシップに
より、どの学年も一生懸命
取り組んでいました。 

Ａコースは、稲田橋を渡って、上越大通り経由で公園を目指します。 
  Ｂコースは、中央橋を渡って、高田農業高校から自衛隊前を経由して公園を目指します。 
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班ごとにお弁当を食べてから、公園内のあちこちで問題をもって待ち受ける先
生を探して問題にチャレンジ！仲間とともにクリアを目指してウォークラリーに
挑戦しました。問題の中には、回答する学年を指定したものやみんなでミッショ
ンをこなすものなどがあり、班のみんなで知恵と力を合わせて楽しみました 

 

 

 

 

 
【保護者ボランティアの皆さんからお力添えをいただきました】 

７名の保護者の方が、子どもたちの安全を見守ったり、公園内で一
緒に活動したりしてくださいました。ありがとうございました！ 

 

 

【遠足 子どもたちの振り返りから １～３年生】 

○ウォークラリーのときにぼくが校歌の 1番を歌って稲田っ子班のみんなが拍手してリズムを
取ってくれたり、踊ったりして 10ポイント取りました。嬉しかったです。教室で練習して
いたからちゃんと歌えました。1番を全部歌えて楽しかったです。（1年生） 

○遠足は、つくまで大変だったけど、ついたら楽しかったです。お弁当を食べるときも、みん
なと一緒に食べてにぎやかで遠足は楽しいなと思いました。ウォークラリーで校歌をうたう
とき、みんなで声を合わせたら楽しかったです。（2年生） 

○ご飯の後にクイズをしました。ゲームやジャンケン、班で校歌をうたうなど楽しかったで
す。班の人たちの名前も少し覚えました。いろいろな学年の人とも仲良くクイズができまし
た。自分の中でも少し成長したと思います。１年生の時は、人に話しかけるのが苦手だった
けど、３年生になったら慣れてきました。だから、１年生が寄り道しないようにときどき
「大丈夫？」と話しかけていました。無事に帰れてよかったです。（3年生） 

５／１２ 高田城址公園でのお弁当タイム＆ウォークラリー 
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令和５年度 第 1回学校運営協議会を開催しました。（5/10） 

第１回目の会合を実施し
ました。委員の皆さんから
学校運営にかかわることは
もちろん、各学年の活動等
についても貴重なご意見を
いただきました。 
 
【議題】令和 5年度の学校
運営、生活科・総合の内容 

      【全体会の様子】 
 

＜主なご意見＞ 
〇稲田小学校の教育目標や重点目標など、グランドデ
ザインに示された内容は、道徳的に目指していく内容の
意味合いを感じる。学校でも、道徳的な内容の実現に
力を入れていることが分かった。 

○グランドデザインに示された内容を推進することに賛成。
子どものよさを教師がしっかり価値付け、目指す姿が多
くなれば、よりよい学校となるだろう。 

○様々な活動が再開されることを考えたとき、教職員が
ゆとりをもって教育活動に取り組むことができるようにする
視点を大切にしてほしい。 

〇学校も社会も、人を育てることには、共通点がある。小
さいうちから、しっかりと学び、自分で考えて行動する姿
を培うことが重要。例えば、やさしさと思いやりは異なるも
の。そのような捉えの違いは、時にはしっかり伝えていくこ
とが大切。              

 

 

 

 

【令和５年度の委員（10人）】 
 
松井千鶴子 様  吉岡 春夫 様 
長谷川真一 様  田木 昭子 様 
金澤 一輝  様  川崎日香浬 様  
米山 藤男  様  齋藤 理恵 様 
武田   渚  様  茂木   徹 校長 

 
【上学年の部の様子】 

 

 

【遠足 子どもたちの振り返りから ４～６年生】 

○公園に着くまでは疲れたけど班のみんなとお弁当を食べたり、ウォークラリーをしたりして
楽しかったです。ウォークラリーでは、みんなと協力できたので、より仲良くなれたと思い
ます。班のめあてや自分のめあてを守って、中学年として自分自身のことは自分でできまし
た。帰り道、足が痛くて遅れてしまったとき、6年生が歩くペースを合わせてくれたのが嬉
しかったです。来年は高学年として下学年のことを考えて動きたいです。 
                            （4年生） 

○みんなで協力してウォークラリーを回れたのでとても楽しかったし、みんなと仲良くなれた
と思います。今回の体験を通して、みんなの名前が分かるようになりました。歩くのが辛か
ったけど、みんなで声をかけ合ったのでとてもよかったです。（5年生） 

○班のリーダーをやってみて、はじめ１・２年生が言うことを聞いてくれないときがあり、し
っかり注意しなければと思い大変だったけど、すごくリーダーが楽しかったです。嬉しかっ
たことは、後半からみんなが言うことを聞いてくれたし、行動も徐々に早くなっていったこ
とです。歩いて高田公園についた達成感はとても大きかったです。遠足をしてみて、ぼくは
リーダーの仕事をしていることが１番好きだなと思いました。（6年生） 

学校生活アラカルト ～こんな姿見つけたよ～

＞ 

 


